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能美市の概要（３つの生活圏域）
平成１７年２月に根上町・寺井町・
辰口町の３町が合併

根上地区
寺井地区

辰口地区

日
本
海 人口：16,275人

人口：17,698人

人口：15,713人

公立小学校数 ８校
公立中学校数 ３校
地域包括支援センター数 ３か所（委託）
相談支援事業所数 ３か所（委託）
自立相談支援機関 １か所（委託）

人 口 ４９，６８６人
世 帯 数 １９，２４４世帯
高齢人口割合 ２６．０％
年少人口割合 １３．８％
生活保護受給者 137人
生活保護世帯数 115世帯
障害者手帳所持者数：2,373人（身体1,581人・療育405人・精神387人）

【令和３年４月1日現在】 ＊市面積 84.14 k㎡
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能美市の抱える現状と課題

②生産年齢人口の減少⇒人材不足

（医療・介護の専門職不足）

医療・介護の提供体制の整備

①地域福祉人材の世代交代等による活動の継続性
（人材不足、資金面、活動支援、地域拠点の支援）

強い互助をつくる：資金支援体制の検討

③複合的課題を抱える世帯の増加

総合的な相談から専門職や地域の支援者につながる仕組みづくり

世帯の状況を継続的に支援できる仕組みづくり
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専門部会（在宅医療・介護連携）（Ｈ２３年度～）
メモリーケア・ネットワーク能美

専門部会（互助活動の拡充）（Ｒ２年度～）
強い互助づくりの支援体制構築

行政

のみ地域力強化支援
ファンド創設

総合相談支援体制構築

・病病診看連携体制構築
・緊急時連携体制構築
・入退院時連携体制構築

市民

テーマ

関係
機関

専門
部会

取組
み

推進
者

地域共生社会の実現を目指すため、市の関係部署の縦割りから丸ごとへの転換を図った「横糸
プロジェクトチーム」の結成と、市民活動の横糸でのつながりを目指す「地域包括支援体制推進
協議体」の結成の２本柱において、横糸と縦糸のつながりで議論しながら、市民、関係団体、法
人、企業、行政が一体となって取り組む

助け合い・支え合いの
支援体制構築

④地域医療・ 介護②互助活動支援 ③相談支援 ⑤健康づくり・ 予防

医療コーディネーター
認知症地域支援推進員

★市役所の横糸 ： 横糸プロジェクトチーム （チーム長 ：副市長 ）

①助け合い・
支え合い支援
（地域力強化）

相談支援包括化推進員第１・２層 生活支援コーディネータ-
一体的事業統括者
（医療専門職）

目指
す姿

地域共生社会の実現 ～能美市で誰もが安心して生活できる地域活動の展開・体制の構築～

・あんしん相談センター

・相談支援事業所

・自立相談支援機関

★市民の横糸 ： 地域包括支援体制推進協議体 （ のみ共 ）

地域ぐるみの健康づくり

・社会福祉協議会
・社会福祉協議会
・JAIST
・ふるさと振興公社

・医師会

・看護協会

・国保連合会

・後期高齢者医療広域連合

地域共生DX 医療介護DX WEB健康手帳
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★市民の横糸 ： 地域包括支援体制推進協議体 （ のみ共 ）

地域共生社会の実現を目指し、地域における多様な課題について地域と関係機
関が世代や分野を超えて連携・協働し、課題解決に向けた取り組みを推進する

社会福祉法人

商店

市民【町（内）会・各活動団体など】

行政・関係機関

企業 NPO法人
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まちぐるみの組織 町会町内会役員、公民館、民生委員、福祉推進員、
各種団体（老人会、壮年団、婦人団体、子ども会）が参加

地域での見守り・支えあい

それぞれの地域の状況に応じて活
動したり行政や専門機関につなげ
ます。

７４町（内）会に
地域福祉委員会９１か所設置地域福祉委員会

支援
社会福祉協議会

CSW
（コミュニティソーシャルワーカー）

アウトリーチ等を通じた継続的支援

①助け合い・
支え合い支援
（地域力強化）

CSWが地域力強化支援体制構築事業におい
て、地域福祉委員会の活性化を働きかけて
いる。
「年に数回の話し合いがされている」状況
以上になっている委員会数82/91委員会
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自分たちの活動に
ついて相談したい

他の活動に
ついて知りたい

活動を一緒にする
仲間を増やしたい

補助金がなくなった後の
活動資金はどうする？

活動リーダーがいなくなったら活動が継続できるか心配

令和2年度 のみ地域力強化支援ファンドを創設

互助活動を継続するための
４つの支援体制を構築

①資金支援体制

②事業実施者の活動支援

③地域拠点の支援

④担い手確保の支援

市民の互助活動や団体活動を資金面で応援するために

互助活動が継続可能となるよう専門部会で協議

◆採択団体：６団体７つの事業
移送支援
移動販売

５

つながりの
場

２

■助成対象の活動
課題を解決するための互助活動

①「車がなくても安心して暮らせる仕組みづくり」：移送支援・移動販売
②「世代や属性を限定しないつながりの場づくり」：子ども食堂 等
③「安全安心の地域みまもりあいの地域づくり」 ：外国人への生活支援 等

〇市民が実施したい互助活動の拡大と持続を目的に、ファンドを市民・法人・企業・行政等で共に構築する。
〇ファンドを活用し、プラットフォームを形成し展開する。公助の隙間をうめ、あたたかい互助での支え合いによ り、誰もが地域で安心して生活できる地域共生に資する活動を、市
民力・地域力で展開する。

（R3年12月時点）

②互助活動支援
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モーニングカフェ 冬休み学習子ども食堂

フ
ァ
ン
ド
採
択
団
体

一
部
紹
介

世代間交流の拠点 移動販売 移送支援
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地域福祉委員会
町（内）会長、民生委員・児童委員

、福祉推進員等

市民

★総合的な相談窓口（あんしん相談センター）

根上地区

根上あんしん相談センター
（委託先：能美市立病院）

寺井地区

寺井あんしん相談センター
（委託先：市社会福祉協議会）

辰口地区

辰口あんしん相談センター
（委託先：陽翠水）

★障がい者相談・支援生活困窮者相談・支援

相談

相談支援事業所［障がい］
（相談支援専門員）

◆市内３か所

くらしサポートセンターのみ

（委託先：市社会福祉協議会）

○自立相談支援
○家計改善支援

地域

総合
相談

専門的
な相談
支援

くらしサポートセンターのみ
（委託先：市社会福祉協議会）

○成年後見制度利用相談支援
○制度周知啓発

高齢者、障がいのある方、生活困窮・閉じこもり・ひきこもりの方等

【経過】
～H28:高齢者支援センター

H29：寺井あんしん相談センター設置
高齢者に加え障がい、生活困窮等の相談を総合的に
受け止める体制（モデル地区）

H30：医療コーディネーター（医師会）配置
ケアマネ等に対する医療連携支援

H30:生活困窮者自立相談支援事業開始

H31：市内３か所「あんしん相談センター」設置
相談を総合的に受け止める体制を整備

R3：家計改善支援事業、権利擁護推進事業開始

権利擁護相談・支援

社会福祉協議会

★CSW
（コミュニティソーシャルワー

カー）

要介護(支援)相談・支援

居宅介護支援事業所
（ケアマネジャー）

◆市内 12か所

★能美市医師会
（医療コーディネーター）

◇医療連携支援支援

連携

支援

★チーム支援
（支援チーム会議）

複数課題を抱える世帯をチームで支援する

★
多
機
関
協
働
機
能

③相談支援
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【複数課題を抱える世帯をチームで支援する体制の構築】
＊世帯が抱える様々な問題に対し、支援者のチームで方向性が検討でき、世帯の状況を継続的に支援できる体制づくり

★チーム支援
（支援チーム会議）

相談支援事業所
（障がい相談支援専門員）

医師会
（医療コーディネーター）

あんしん
相談センター
（地区担当）

居宅介護支援事業所
（ケアマネジャー）

自立相談支援機関
くらしサポートセンターのみ

（自立相談支援員）

相談支援包括化推進員

障がい
アドバイザー

市役所
（関係課職員）

市民

（相談）

【いきいき共生課】
★相談支援包括化推進員配置
庁内調整・ケース支援助言

支援チーム会議調整

あんしん相談センター

根上 寺井 辰口

【関係機関】

・社会福祉協議会
・雇用、就労
・司法
・児童、教育 等

【市役所関係課】
福祉課

健康推進課
子育て支援課
保険年金課
市民サービス課 等

1.高齢者・障がいのある人・生活に困窮にしている人など生活上の相談を総合的に相談できる窓口がある

2.複数の生活課題を抱えて生活している人（世帯）が必要な相談や支援につながることで安心できる暮らしを継続できる

市民のメリット

★多機関協働機能
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（地域包括支援センター）

能美市医師会能美市

能美市内の病院 診 療 所

疼痛管理

医療コーディネーター

全身管理

訪問看護ステーション

緊急入院

地域外の中核病院

訪
問
看
護

ケアマネジャー

金沢大学付属病院
金沢医科大学病院
県立中央病院
金沢赤十字病院
松任石川中央病院
小松市民病院
医王病院 等

能美市の病病診看連携体制

④地域医療・ 介護

・病院医師との連携支援
（対象：高齢者・障がい者等）
同行訪問
（ケアマネジャー、相談支援専門員、
あんしん相談センター等）

・支援チーム会議検討
複合的課題を抱えるケースの医療面
での助言・サポート

医療コーディネーター

具体例：相談支援専門員がかかわる精神疾
患のケースに対し、診察同行を行い主治医
の助言を求めながら本人、相談支援専門員
への医療連携支援を実施
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ご清聴ありがとうございました。

能美市で共に生き、幸せな暮らし
を実現に向けて今後も取り組んで

行きます！

13


